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※お買いあげ時の設定。

● バッテリー残量がないときは、設定変更ができません。充電してからおこなってください。
● 自動モードの床面センサー感度を変更しても、床材によっては、お望みの状態にならないことが

あります。その場合は、｢強モード｣または｢弱モード｣をご使用ください。

お知らせ

● グリップセンサー機能をオフにしても、セーフ
ティストップ 　　　　 はオフになりません。10 ページ

自動モードの床面センサー感度・グリップセンサー機能
● 自動モード中に吸込力がひんぱんに変わって気になるなどの場合は、床面を検知するセンサーの感度を変更できます。

● グリップセンサー機能　　　　   が必要ない場合は、機能が働かないよう変更できます。 
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自動モードの床面センサー感度変更のとき

グリップセンサー機能 オン/オフのとき

を押し、センサーの感度を選ぶ

を4秒以上押す
● ランプが点灯します。

(同時に点灯)
(赤)

(緑)

(緑)

11 ページ

自動モードの床面センサー感度変更のとき

を押し、設定を完了する
● ランプが2回光って消灯します。

を押し、オン/オフを切り替える

　　  を押して運転を止め、グリップセンサーランプ(緑)が消えていることを確認してからおこなってください。

● 押すたびに変わります。

※お買いあげ時の設定。

● 押すたびに変わります。

低 め 標 準※ 高 め
(緑)点灯 (赤)点灯 (緑)点灯

オフ オン※

(赤)点灯 (緑)点灯

・フローリングで吸込力がひんぱんに変わる
・じゅうたんからフローリングに移動しても

吸込力が変化しない

こんなときに感度

低め

・じゅうたんで吸込力がひんぱんに変わる
・フローリングからじゅうたんに移動しても

吸込力が変化しない
高め

オフ 本体ハンドル(グリップ)をにぎらずにお掃除
するときに

グリップ
センサー部
表面(黒）

ローラースイッチを付ける①

ローラースイッチカバーのツメを穴にかけて
取り付ける

②

コインなどで｢CLOSE｣まで回す③

起毛ブラシを
はさみ込まない。

お手入れの目安：汚れが気になるときローラースイッチ
● ローラースイッチにゴミやほこりが詰まったときは、ローラースイッチをはずして

取り除いてください。 ● ローラースイッチは
水洗いできません。

ご注意

はずす 付ける

コインなどで｢OPEN｣まで回して、
ローラースイッチカバーをはずす

①

ローラースイッチをはずす②

ゴミやほこりをクリーニングブラシ　で
取り除く

③

● 爪で回したり、強く回さない。【けがや破損の原因】

お
手
入
れ

グリップセンサー
● お掃除中にグリップセンサー部から手を離しても運転を中断しなかったり、

センサー部をにぎっても運転を再開しないときは、お手入れしてください。

● 水洗い・水拭きは
できません。

ご注意

お手入れの目安：1ヵ月に1回以上

市販の綿棒などで、グリップセンサー部
表面(黒)の汚れをやさしく拭き取る。

お手入れ時は必ず運転を停止し、
本体からバッテリーをはずす
充電器は電源プラグを抜く

【感電・けがの原因】
警 告

お手入れする 3

必
要
な
と
き

設定を変更する

18 19

ローラースイッチカバー
指をかけて手前に
引っぱってはずす。

ローラースイッチ 持ち上げて
はずす。

ツメ

穴

ローラースイッチ裏面のバネを
溝に入れる。

バネ溝 裏面

ローラースイッチカバー裏面の
クッション材を取りはずさない。
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